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サービスロゴWGの概要

・ 主査： 寺田（JATE)、 副主査： 菅沼（電算）
・ 事務局： JATE
・ 本年１月にWG発足
・ 毎月１～２回のペースで会合

・ メンバー： 通信事業者、ISP、iDC、SIer、ベンダー、など
参 プ・ 参加はオープン（ASP、CSPの参加を希望）

・ ミッション： “IPv6に対応しているサービス”にロゴを付け、
IP 6の利用促進を図るIPv6の利用促進を図る

・ 活動：

１ 国際活動 IPv6 Enabled Logo Programへの提案１．国際活動 IPv6 Enabled Logo Programへの提案
２．国内活動

（１）総務省 研究会との連携（１）総務省 研究会との連携

（２）国内へのサービスロゴの普及活動



IPv6 Enabled Logo Program
≪IPv6 Enabled Programとは≫
－“IPv6に対応しているサービス”にロゴを付け IPv6の利用促IPv6に対応しているサ ビス にロゴを付け、IPv6の利用促
進を図ることを目的

－基本はサービスを自己確認して、登録する仕組み
－継続してIPv6に対応していることを確認するための統一的な
仕組みを持っている

WWWとISPからスタ ト(2009年6月）し 順次拡大予定－WWWとISPからスタート(2009年6月）し、順次拡大予定
－ Programの推進のために、 IPv6 Forumは、IPv6 enabled 

Steering Groupを作ったSteering Groupを作った。

≪ロゴマーク≫
–http://www.ipv6forum.com/ipv6_enabled/ を参照。

Webﾍﾟｰｼﾞ ISPｻ ﾋﾞｽWebﾍ ｰｼ
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IPv6 Forum における
E bl d P 位置付けEnabled Logo Programの位置付け
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IPv6 Enabled ProgramのWebサイトIPv6 Enabled ProgramのWebサイト



WWW Logoの使用例



ISP Logo by country
ISPロゴ登録状況 ＜参考：登録状況＞
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IPv6によるｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用
高度 関する 究会高度化に関する研究会

総務省 総合通信基盤局長の研究会
IPv４アドレス枯渇対応の促進とIPv6移行の促進に関して 行政

-
- IPv４アドレス枯渇対応の促進とIPv6移行の促進に関して、行政
を含む各種の関係者が取り組むべき具体策について検討

(サービスロゴについて) 

IPv6の利用促進のためには、”利用しようとしているサービスが- IPv6の利用促進のためには、 利用しようとしているサ ビスが
IPv6に対応しているか”という情報を容易に得られることが求め
られるため、サービスに貼付するサービスロゴが必要

IPv6対応サービスが最低限満たすべき基準について、IPv6 
Enabled Logo Programの動きを考慮に入れながら 「IPv6サ

-
Enabled Logo Programの動きを考慮に入れながら、「IPv6サ
ービス基本指針」を策定し、2009年7月に公表



IPv6 Enabled Program とg と
IPv6サービス基本指針の違い

サービスロゴWGでは 国際（IPv6 Enabled Logo Program）サ ビスロゴWGでは、国際（IPv6 Enabled Logo Program）
と国内（IPv6サービス基本指針）の2つの規格について比較を
実施

時期の違いに伴う大きな差は発生していないことを確認

総務省の研究会でも、日本としてIPv6 Enabled Logo 
Programを普及していくこととなった



IPv6 Enabled Logoの
日本語翻訳サイトの立上日本語翻訳サイトの立上

総務省の研究会の中で IP 6 E bl d L の普及に当た ては総務省の研究会の中で、IPv6 Enabled Logoの普及に当たっては、
JATEを中心に行うこととなった
【理由】

-

【理由】
①2008年4月より日本IPv6認証センターを開設し、 IPv6

Ready Logoの審査業務を実施してきていることy g
②IPv6 Forumとも覚書を締結し、協力関係を持っていること。

JATEは 9月より 英文でしか提供されていなか たホ ムペ ジJATEは、9月より、英文でしか提供されていなかったホームページ
を日本語化して解説情報とともに提供するサービスを開始

http://ipv6ready.jate.or.jp/enabled/

-

http://ipv6ready.jate.or.jp/enabled/

このサイトでは、翻訳情報の他、登録の方法や総務省の基本指針でより細かく
規定されている事項などの解説情報を掲載

-
規定されている事項などの解説情報を掲載

今後、日本語での問い合わせ対応も開始する予定-



IPv6 Enabled ProgramIPv6 Enabled Program
の翻訳サイト





まとめ: ｻｰﾋﾞｽﾛｺﾞWGの活動
青字は今後の予定

1. IPv6 Forumおよび IPv6 Enabled Logo Steering Groupへの提案
IP 6 E bl d WWW/ISP L がスタ ト （2009年6月）

青字は今後の予定

- IPv6 Enabled WWW/ISP Logo がスタート （2009年6月）
- WWW/ISP以外のサービス及びISPの拡張規格 (Advanced)を
提案予定提案予定。

2. 総務省 研究会との連携
- IPv6 Enabled Logo Program と IPv6 サービス基本指針の比較・
評価を行ない、総務省 研究会へ報告
総務省は IP 6サ ビス基本指針 を公表（2009年7月）-総務省は、IPv6 サービス基本指針 を公表（2009年7月）

3日本における IPv6 Enabled Logo Programの普及促進3.日本における IPv6 Enabled Logo Program の普及促進
- JANOG 24にて、 IPv6 Enabled Logo を紹介（2009年９月）
- IPv6 Enabled Logo の日本語翻訳サイトを スタートし、プレス
リリース（2009年９月）

-今後、日本語での問い合わせ対応を開始予定



ご清聴
ありがとうございましたありがとうございました。


